
 

                                         

 

令和８年度使用教科用図書の選定について 

 

令和８ 年度使用教科用図書の選定結果と 理由について、 御報告いたし ます。  

＜愛知総合工科高等学校附属中学校＞ 

種  目 選定発行者名 選定の理由 

国  語 光村図書出版 

生徒が課題に主体的に向き 合えるよう に、 学習の見通し や過程を明示し ながら 、 国語の資質・ 能力を

段階的に身に付けるこ と ができ る単元構成と なっ ている。 また、「 学びへの扉」 では、 思考の方向性が具

体的に示さ れており 、 生徒自身が問いを立てて探究を深めるよう な学習過程の焦点化が図ら れている。

こ う し た取り 組みを通し て、 生徒が多様な他者と 協働し ながら 自ら 学びを形成し ていく 姿勢が育ち、 本

校が目指す体験的かつ探究的な学びの実践につなげていく こ と が期待さ れる。  

 

書  写 教育出版 

学習指導要領の内容を踏まえて、 実生活に即し た多様な題材を基に、 習得と 活用を繰り 返し ながら 、

基礎的な知識・ 技能の習得と それら を活用する力をバラ ンスよく 育成できるよう 系統的に単元が構成さ

れている。 また、 言語活動の充実が図ら れ、 身近な題材から 社会的課題へと 広がり をも たせながら 、 多

様な視点で思考する力を養っ ている。 さ ら に、 多様な文字文化と 現代社会の諸課題と を結び付けて学び

を発展さ せる点は、 本校が目指す探究的な学びの実践に適し ている。  

社会（地理） 帝国書院 

学習指導要領の内容を踏まえ、 学習課題に対し て地理的な見方・ 考え方を働かせながら 、 多面的・ 多

角的に考察し 、 主体的に学びを進めるこ と ができるよう な内容が選択さ れている。 章・ 節などの末尾に

ある「 学習を振り 返ろう 」 では、 思考ツールを例示するこ と で、 生徒自身が考えを整理し たり 、 学習内

容をまと めたり するこ と ができ るよう になっ ている。 また、 地球的・ 地域的課題の解決に向けて「 アク

ティ ブ地理」 が設けら れており 、 資料をも と に生徒同士で対話するこ と により 探究活動を進めるこ と が

でき るよう になっ ており 、 知識や情報をも と に探究する本校の学びに適し ている。  

 



 

社会（歴史） 帝国書院 

本文ページ内に構造化さ れた学習課題が設定さ れているこ と から 、 見通し を持っ た学習や振り 返り を

積み重ねるこ と で、 章末の「 章・ 節の問い」 に対し て、 生徒自身の言葉で結論までたどり 着く こ と がで

き る。 また、 パフ ォ ーマンス課題を設定し た「 アク ティ ブ歴史」 が設けら れており 、 各種資料をも と に

議論を行う 活動や現代社会の諸課題を考察する場面が設定さ れている。「 技能をみがく 」 では、 多面的・

多角的に事象を分析するための基礎的・ 基本的な技能を習得し ながら 、 生徒を主体的な探究活動へ導く

問いが提示さ れている点が、 本校の学びに適し ている。  

社会（公民） 帝国書院 

学習と 直結する実社会の事象が各ページに取り 上げら れており 、 生徒の興味・ 関心が高まるよう な工

夫がなさ れている。 また、 対話を通し て学びを深める「 アク ティ ブ公民」 が設けら れており 、 具体的な

テーマを設定し た活動型の学習を通し て主体的・ 対話的で深い学びを実現するこ と ができる。 対話型の

学習活動が数多く 設定さ れており 、 課題解決型の学習を進めるこ と ができるこ と は、 探究を大切にする

本校の学びに適し ている。  

地  図 帝国書院 

世界と 日本の地域的特色が視覚的に捉えら れるよう な工夫が多く なさ れている。 また、 地理的分野だ

けでなく 、 歴史的分野でも 活用でき るよう に俯瞰図に歴史的事象の場所が記さ れているなど、 分野を超

えて活用するこ と ができる。 地域理解を深めるための資料も 充実し ており 、 本校が大切にする探究的な

学びの実践につなげるこ と ができる。  

数  学 東京書籍 

学習指導要領の内容を踏まえて、 問題発見・ 解決の過程を重視し た数学的活動や、 それを通じ て得た

知識・ 技能を活用する問題を各章末で取り 上げるこ と で、 学習を通し て思考力・ 判断力・ 表現力を養

い、 伸ばすこ と ができるよう 編集さ れている。 また、 単元への興味・ 関心を高め、 学習課題を 理解し や

すく するため、 挿絵や図・ デジタ ルコ ンテンツの工夫がなさ れている。 さ ら に、 身近な疑問を学びにつ

なげら れるよう な学習課題が提示さ れており 、 本校が大切にする理工学分野における探究的な学びの実

践につなげるこ と ができる。  

 

理  科 東京書籍 

学習指導要領の趣旨を踏まえた、 生徒の思考を促し 主体的な探究につなげる構成である。 単元の導入

と まと めでは、 身のまわり の事物・ 現象について考える機会をつく り 、 日常生活につながる内容である

こ と から 基礎的・ 基本的な事項をより 深く 、 興味を持ちながら 学ぶこ と ができ る。 また、 話の具体例が

イ ラ スト と 共に掲載さ れているため、 対話的な学びを喚起するこ と ができる。 さ ら に、 活躍する日本人

研究者をコ ラ ムの題材と し て取り 上げるこ と で、 科学の有用性を実感し 、 グローバル社会を担っ ていく

精神を育てら れるよう 工夫さ れており 、 本校が大切にする理工学分野における探究的な学びの実践につ

なげるこ と ができ る。  

 



 

音楽（一般） 教育芸術社 

学習指導要領の内容を踏まえ、 全学年を通し て教材が系統的・ 発展的に構成さ れており 、 思考力、 判

断力、 表現力等を育む学習の内容が充実し ている。 また、 二次元コ ード から リ ンク するパート 別カ ラ ピ

アノ やリ ズム作成ツールを活用するこ と で自主性を高め、 深い学びにつなげるこ と ができるよう に工夫

さ れている。 さ ら に創作の活動を通し てプログラ ミ ング的思考を育成できるよう に配慮さ れているた

め、 本校が大切にする探究的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。  

 

音楽（器楽） 教育芸術社 

楽器ごと に構え方や運指、 奏法等が写真やイ ラ スト で分かり やすく 示さ れ、 基本的な知識・ 技能の定

着を図る工夫がなさ れている。 また、 小学校から 親し みのある楽器を工夫し て演奏でき るよう に広がり

をも っ て学ぶこ と ができる構成である。 リ コ ーダーやギタ ーなどの身近な楽器に興味をも つこ と で、 生

徒が主体的に学習に取り 組み、 自己の可能性を伸ばすこ と ができる。 さ ら に、 他者と 共に演奏する教材

を通し て音楽の楽し さ を体感し 、 多様な合奏を通し て発展的な活動ができるよう 工夫さ れているため、

本校が大切にする探究的な学びの実践につなげていく こ と ができる。  

 

美  術 日本文教出版 

題材ごと に目標設定、 考える視点が具体的に示さ れ、 主体的に見通し をも っ て学習するこ と ができ

る。 また、 個人やふるさ と を大切にし ながら 関わり 合う 力を高める題材が取り 上げら れており 、 共に生

き る人材を育成するよう 工夫さ れている。 中学３ 年間の発達段階に配慮さ れており 、 社会問題や地域文

化、 他分野の著名人の言葉などが取り 上げら れ、 美術科の学習が日常生活や社会と つながっ ているこ と

が実感でき る内容と なっ ており 、 本校が目指す探究的な学びの実践につながる。  

 

保健体育 東京書籍 

生徒それぞれのステッ プに合わせて思考力・ 判断力・ 表現力を身に付けら れるページ構成は、 主体

的・ 対話的で深い学びの実現や、 生徒が自ら 学びに向かう 授業づく り に効果的である。 また、 各種資料

が充実し ており 、 生徒のデータ を読み取る力を育むこ と ができ る。 さ ら に、 見開きページの「 広げる」

における記述は、 学習し た内容を日常生活につなげて考えたり 、 さ ら に調べたり する活動につながっ て

おり 、 本校が大切にする探究的な学びの実践につながる。  

 

技術分野 東京書籍 

各領域、 単元の系列性・ 連続性が分かり やすく 、 基礎・ 基本から 応用・ 発展へと 段階を踏んで学習で

き るよう に構成さ れている。 また、 領域ごと の問題解決の例示が、 日常の中にある課題を見つけ、 自己

の生活を振り 返り 、 自ら を高める力を育むよう 工夫さ れている。 さ ら に、 他分野や他教科の学習と の関

わり が分かり やすい点は、 本校が目指す探究的な学びの実践につながる。  

 



 

家庭分野 東京書籍 

学習指導要領に基づき、 各単元で SDGs と の関連が示さ れている。 実習の題材も 豊富で、 実態に合わせ

た内容を選ぶこ と ができる。 内容や配列は、 小学校での学びを引き 継ぎ、 高等学校への円滑な接続を促

すよう 工夫さ れている。 また、 生徒の「 なぜ？」 や「 どう し て？」 を引き出す構成と なっ ており 、 問題

発見や課題設定を重視し ている。 豊富なデジタ ルコ ンテンツを活用するこ と で、 生徒の興味・ 関心を高

め、 本校が目指す探究的な学びの実現につながる。  

英  語 東京書籍 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、 日常生活の話題から 社会問題に至るまで、 取り 扱う 場面・ 内容が発達

段階に応じ て多岐に渡っ ており 、 生徒の興味・ 関心を引き出し 、 学習意欲を高めるこ と ができ る。 ま

た、 単元章末活動から のバッ ク ワード デザイ ンで言語活動を設定するこ と により 、 生徒が単元のまと ま

り を意識し 、 見通し をも っ て学習でき るよう 工夫さ れている。 そし て、 リ アルな場面で使える英語力を

育む「 Real  Li f e Engl i sh」 や学んだ文や表現を活用し て即興でやり 取り する「 Smal l  Tal k」 など、 生徒

がも っ と 学びたく なるよう な工夫が随所にみら れるこ と から 、 本校が大切にする主体的、 探究的、 体験

的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。  

道  徳 教育出版 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、 教材の冒頭に「 導入」 の設問を設け、 道徳的諸価値に意識を向けた

り 、 学習課題を共有し たり するこ と で、 主体的・ 対話的に学べるよう 編集さ れている。 また、 教材ごと

に「 学びの道し るべ」 を設け、 自分事と し て、 多面的・ 多角的に考えら れる発問を提示し 、 道徳的諸価

値について考えを深めら れるよう 配慮さ れている。 問題解決的な学習や体験的な学習を通し て学ぶこ と

ができ る教材を配置し 、 役割 演技等の多様な学習方法に対応でき る点から も 、 本校が大切にする主体

的、 体験的な学びの実践に適し ている。  

 



 

                                         

令和８年度使用教科用図書の選定について 

 

令和８ 年度使用教科用図書の選定結果と 理由について、 御報告いたし ます。  

＜日進高等学校附属中学校＞ 

種  目 選定発行者名 選定の理由 

国  語 光村図書出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 社会生活に必要と なる国語の力を系統的・ 段階的に学習でき るよう 工夫

さ れていると と も に、 I CT を効果的に活用し て学習を進めるこ と ができる。 また、 資料、 図表、 挿絵、 写

真等が、効果的に配置さ れており 、主体的に学ぼう と する姿勢を育てら れるよう 工夫さ れている。さ ら に、

各学年に言葉に関する豊富な資料が用意さ れている点については、本校が大切にする個々の学習到達度に

応じ た学びの実践につなげていく こ と が期待できる。  

書  写 光村図書出版 

学習指導要領の内容を踏まえ、 習得と 活用を繰り 返し ながら 、 基礎・ 基本を定着さ せ、 生活に生かす力

が養われるよう 系統的に単元を配列し ている。 さ ら に、 巻末に様々な資料を掲載すると と も に、 既習の内

容を別冊に書く こ と で、 補充・ 発展さ せるこ と ができ る点については、 本校が大切にする個々の学習到達

度に応じ た学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

社会（地理） 東京書籍 

 単元ごと に導入・ 展開・ まと めの学習の流れがあり 、 わかり やすい構成と なっ ている。 世界の諸地域を

学ぶ単元では、 写真も 多く 取り 入れら れており 、 視覚的に学びを深めら れる。 また、 QRコ ンテンツが充実

し ており 、 生徒が興味をも っ たタ イ ミ ングで確認するこ と ができ、 主体的な学びの実践につなげら れる。

以上のこ と から 本校で掲げる主体的・ 対話的で深い学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

社会（歴史） 東京書籍 

 単元ごと に導入・ 展開・ まと めの学習の流れがあり 、 わかり やすい構成と なっ ている。 地図や資料が多

く 取り 入れら れており 、 視覚的に学びを深めら れる。 また、 QRコ ンテンツが充実し ており 、 生徒が興味を

も っ たタ イ ミ ングで確認するこ と ができ 、 主体的な学びの実践につなげら れると 考えら れる。 以上のこ と

から 本校で掲げる主体的・ 対話的で深い学びの実践につなげていく こ と が期待できる。  

 



 

社会（公民） 東京書籍 

 単元ごと に導入・ 展開・ まと めの学習の流れがあり 、 わかり やすい構成と なっ ている。 政治を学ぶ単元

では、 主権者意識を高めるよう な内容が取り 入れら れており 、 政治をより 身近に感じ ら れるも のと なっ て

いる。 また、 QRコ ンテンツが充実し ており 、 生徒が興味をも っ たタ イ ミ ングで確認するこ と ができ、 主体

的な学びの実践につなげら れる。 以上のこ と から 本校で掲げる主体的・ 対話的で深い学びの実践につなげ

ていく こ と が期待できる。  

 

地  図 東京書籍 

 広い紙面を生かし た地図や QR コ ンテンツが盛り 込まれ、 世界や日本のこ と を地図で確認すると きにわ

かり やすいも のと なっ ている。 また、 現代社会の諸課題に対応し た内容も あり 、 本校で掲げる主体的・ 対

話的で深い学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

 

数  学 数研出版 

 「 例」 を丁寧に示し 、 項目ごと の「 確認問題」 や「 練習問題」 等、 繰り 返し 演習する機会を確保するこ

と で、 学習内容の定着を 図る構成がさ れている。  生徒自身のペースで学び直し をし たり 、 数学的活動の

楽し さ を感じ たり するなど「 主体的・ 対話的で深い学び」 を促し 、 学びに向かう 力を育むこ と が期待でき

る。  

理  科 東京書籍 

探究のステッ プを言語化し て設定すると と も に、 脚注のフ ローチャ ート で示すこ と で、 見通し をも っ て

探究するこ と ができ るよう 編集さ れている。 さ ら に、 育成する資質・ 能力、 探究の流れ、 理科の見方・ 考

え方が視覚的に明示し てあるため、本校が大切にする主体的な学びの実践につなげていく こ と が期待でき

る。  

 

音楽（一般） 教育芸術社 

学習指導要領の内容を踏まえ、曲想や音楽の構造などの関わり や音楽の多様性について学習できるよう

系統的に単元を配列し ている。 また、 主体的、 協同的に学び、 音楽活動を体験する楽し さ や音楽文化に親

し む活動ができ るよう 工夫さ れている。 さ ら に、「 学びのコ ンパス」 の課題設定の点については、 本校が

大切にする主体的な学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

 

 



 

音楽（器楽） 教育出版 

学習指導要領の内容を踏まえ、 創意工夫し た音楽表現をする必要な技能を身につけるために、 段階的に

曲の設定がさ れている内容を 通し て段階的に音楽表現を するための技術の定着を 図るこ と ができ るよう

工夫さ れている。 また、 多様な音楽文化に親し む選曲ができ るよう 工夫さ れている。 さ ら に、 文字の大き

さ や書体、 色彩などの点については、 本校が大切にする主体的な学びの実践につなげていく こ と が期待で

き る。  

 

美  術 光村図書出版 

【 鑑賞】【 表現】 を題材ごと に見開き ２ ページに渡っ た紙面構成がさ れており 、 内容が簡潔にまと めら

れ写真も 大き いため生徒にと っ て見やすい。 また、 題材ごと に学習の目標と 学習過程、 学びの重点が明示

さ れており 、 別冊「 資料」 や二次元コ ード の動画から 技法や色などについても 深く 学ぶこ と ができる。 身

近な事象をも と に生き方を考える内容が取り 上げら れている点においては、豊かな人間性を育むこ と がで

き ると と も に、 生徒が興味・ 関心をも ち、 本校が大切にする主体的な学びの実践につなげていく こ と が期

待でき る。  

 

保健体育 大日本図書 

学習指導要領の内容を踏まえ、 生涯にわたっ て豊かなスポーツラ イ フ を実現するための資質・ 能力を育

むために、 三つの資質・ 能力がバラ ンスよく 育まれるよう 工夫さ れている。 また、 文章量が少なく 、 図表

や実生活で起こ る場面の挿絵などの資料に充てる割合が多く 、生徒にと っ て見やすく なっ ている。さ ら に、

各単元に「 話し 合っ てみよう 」 と 題し た意見交換を促す構成になっ ており 、 身近な課題に対し て興味・ 関

心をも ち、 主体的に学習に取り 組む態度を育成し たい本校の教育方針に合致し ている。  

 

技術分野 東京書籍 

各領域、 単元の系列性・ 連続性が分かり やすく 、 基礎・ 基本から 応用・ 発展へと 段階を踏んで学習でき

るよう に構成さ れている。 また、 領域ごと の問題解決の例示が、 日常の中にある課題を見つけ、 自己の生

活を振り 返り やすく 自ら を高める力を育むよう 工夫さ れている。 さ ら に、 実習の流れが視覚的に分かり や

すく 、 作品例や問題解決例が多い点は、 本校が大切にする主体的な学びの実践につなげていく こ と が期待

でき る。  

 



 

家庭分野 東京書籍 

 育成する資質・ 能力が明確に示さ れていると と も に、 生活をより よく するための問題解決的な学習と な

る編集がさ れている。 自分ら し く 生き るこ と の尊さ を示すこ と で、 主体的に思考・ 判断・ 表現し ながら 、

多様性の理解を推進するよう 工夫さ れている。さ ら にデジタ ルコ ンテンツを共有するこ と で個々の学習到

達度に応じ た学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

 

英  語 東京書籍 

対話的な活動や協働し て問題解決にあたる活動が充実し ており 、実際のコ ミ ュ ニケーショ ンにおいて活

用する技能を身につけるこ と ができ るよう 編集さ れている。 また、 自国の伝統文化を理解し 、 発信する活

動を通し て世界と つながろ う と する態度を育成でき るよう 工夫さ れている。 さ ら に、 平和・ 人権・ 国際協

力などの社会的課題の解決策を見つけるための題材が豊富にある点については、本校が大切にする主体的

な学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

 

道  徳 光村図書出版 

 現代的な課題を多角的に考え、 日々の出来事を自分と 関連付けて捉えると と も に、 豊かな心を育むよう

編成さ れている。 また、 自ら 問いを立て解決策を探る活動や、 学びを振り 返る仕組みがあり 、 生徒の主体

性を高めるこ と が期待でき る。 見やすい配色と ユニバーサルデザイ ンフ ォ ント で、 誰も が学びやすいよう

配慮さ れている。   

 

 



 

       

 

令和８年度使用教科用図書の選定について 

 

令和８ 年度使用教科用図書の選定結果と 理由について、 御報告いたし ます。  

＜豊田西高等学校附属中学校＞  

種  目 選定発行者名 選定の理由 

国  語 光村図書出版 

学習指導要領の内容を踏まえながら 、 社会生活に必要と なる国語の力をバラ ンスよく 身に付けるため

に、 ３ 年間を見通し て系統的・ 段階的な学習できるよう 工夫さ れている。 また、「 学びへの扉」 や「 学び

のカ ギ」 で学習の流れやポイ ント を示すと と も に、 多様な解釈を引き 出し 、 主体的に学習に取り 組める

教材が選択さ れている。 さ ら に、 課題を発見し 、 解決するために必要な言語能力を育む言語活動を設定

し やすいと いう 点については、 本校が育てたい人間像である、 答えのない課題に対し て問いを立て続け

るこ と ができ る人を育てら れる教科用図書である。  

書  写 光村図書出版 

学習指導要領の内容を踏まえ、 基礎・ 基本と なる書写の知識・ 技能を習得するこ と で、 文字を正し く 整

えて書く 力を高め、 幅広い知識と 教養を身に付けるこ と ができ るよう 工夫さ れている。 また、 同出版社の

国語教科書と 連動し た教材が設定さ れており 、 国語の授業で一体的に取り 組むこ と ができる。 さ ら に、 日

本の文字文化の豊かさ に触れる多様な教材が用意さ れている点については、本校が大切にする国際性を育

む学びの土台と なる自国文化理解に繋げていく こ と が期待でき る。  

社会（地理） 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 伝統・ 文化に関する題材を積極的に取り 上げ、 我が国の伝統文化への

理解と 、 郷土への愛着を深めら れるよう 工夫さ れている。 また、 世界の諸地域、 日本の諸地域では、 学

習課題の解決に向けて、 考えを深めるこ と ができる情報が的確に選択さ れている。 さ ら に、「 も っ と 知り

たい！」 では、 本文に関連する内容を多面的・ 多角的に捉えるこ と が でき るよう 工夫さ れている。 課題

の発見、 課題の解決、 学びの活用を意識し 、 指導者がさ ら に深めるこ と ができ るよう に意図さ れた構成

は本校が大切にする探究学習の実践に繋げていく こ と が期待できる。  



 

社会（歴史） 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 歴史学習で重要な技能を学ぶ「 スキル・ アッ プ」、 参加型学習「 みんな

でチャ レンジ」 が設定さ れ、 主体的・ 対話的で深い学びが進めら れるよう 構成さ れている。 また、 問題

解決的な学習過程を基本と し 、 見方・ 考え方を働かせて多面的・ 多角的に理解を深めたり 、 協働し たり

するこ と ができるよう 編集さ れている。 さ ら に、 歴史上の人物だけでなく 、 当時生き た人物に焦点を当

てた内容と なっ ており 、 我が国の歴史を身近に感じ 、 誇り と 愛情をも てるよう 内容が精選さ れている。

さ ら に、 課題の発見、 課題の解決、 学びの活用を意識し た構成になっ ている点は本校が大切にする探究

学習の実践に繋げていく こ と が期待できる。  

社会（公民） 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 現代の諸問題を自分事と し て捉え、 より よい社会と 豊かな人生の創造

に向けて、 主体的に社会参画し よう と する態度を養う こ と ができるよう 編集さ れている。 また、 我が国

の多様な伝統文化や、 伝統文化の継承に取り 組む中学生の姿を取り 上げるこ と で、 身近な地域の伝統文

化にも 目を向けるこ と ができ るよう 工夫さ れている。 さ ら に、 主体的・ 対話的で深い学びが実現するよ

う に「 みんなでチャ レンジ」 や各章末で 具体的な事例を想定し た「 深めよう 」 が構成さ れている。 課題

の発見、 課題の解決、 学びの活用を意識し た構成になっ ている点は本校が大切にする探究学習の実践に

繋げていく こ と が期待でき る。  

地  図 帝国書院 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 地形や主題図が特色に応じ て生徒に理解し やすいよう に色分けが工夫

さ れている。 また、 その地域や地形の特徴を理解するための写真資料が、 その地域や地形の特色をよく

表し ているも のが採用さ れており 、 生徒の視覚的な理解を深めるこ と ができ るよう に工夫さ れている。

世界の自然的特徴を視覚的にと ら えら れやすい構成は、 本校の学びの核に据えら れている「 異文化理解

を高め、 国際性を育む」 と いう 点に繋がるこ と が期待できる。  

数  学 学校図書 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 身の回り の生活の中から 疑問を見つけ、 数学化し た問題を解決し てい

けるよう 学習の流れが設定さ れている。 また、 生活の中の疑問を題材と し た問題が、 豊富に問題設定さ

れている。 そのため、 疑問や興味をも ち主体的に取り 組みながら 、 事象を数理的に捉え、 数学的に処理

し 、 問題を解決すると いっ た算数・ 数学の問題解決の力を身に付けら れるよう に編集さ れている。 さ ら

に、 他学年や他教科と 繋がる「 深めよう 」 や発展などがあるため、 本校が大切にし ている多様な興味・

関心を広げ、 学習を統合・ 発展さ せていく こ と を期待できる。   



 

理  科 学校図書 

学習指導要領の内容を踏まえ、 生徒自身の疑問から 理科の探究活動を見いだす道筋が示さ れており 、

深い学びが実現でき るよう 編集さ れている。 また、 探究をさ ら に深める考え方や探究の手法が多く の場

面で取り 上げら れており 、 主体的な探究につながる内容と なっ ているため、 本校が目指す自ら 学び続

け、 探究し 続ける人材の育成に寄与するこ と が期待でき る。  

音楽（一般） 教育芸術社 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 音楽科で身に付ける資質・ 能力と 教材と の繋がり が図で明確に示さ

れ、 目標を意識し 、 主体的に学習に取り 組むこ と ができ るよう 編集さ れている。 また、 生活や社会の中

の音楽と 自分たちと の繋がり を実感し たり 、 諸外国の音楽文化の多様なよさ や美し さ に気付いたり でき

るよう 配慮さ れているため、 本校の学びの核に据えら れている「 異文化理解を高め、 国際性を育む」 と

いう 点に繋がるこ と が期待でき る。  

音楽（器楽） 教育芸術社 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 様々な楽器の奏法を身に付けるためのねら いやポイ ント を豊富に掲載

し 、 基礎的な技能を主体的に習得でき るよう 編集さ れている。 また、 和楽器に関する教材に加え、 世界

の楽器や音楽文化に関わる資料が豊富に取り 入れら れ、 多面的に捉える見方や感じ 方を身に付けら れる

よう 配慮さ れているため、 本校における課題研究の取り 組みや興味・ 関心に繋げら れるこ と が期待でき

る。  

美  術 日本文教出版 

 社会の問題や地域文化をはじ め、 美術科の学習が日常生活や社会と 繋がっ ているこ と が示さ れている

こ と に加え、 社会科や数学科、 特別の教科「 道徳」 等と 関連し た題材が掲載さ れており 、 他教科の学び

と 関連し ながら 美術科の学習が進めら れるよう 配慮さ れている。 地域の伝統文化やアート イ ベント 、 美

術館の紹介等、 生活や社会と 結びついた事例があり 、 個人やふるさ と を大切にし ながら 関わり 合う 力を

高める題材が取り 上げら れているため、 本校が大切にし ている豊かな人間性を育むこ と に繋げていく こ

と が期待でき る。  

保健体育 Gakken 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 生涯に渡っ て豊かなスポーツラ イ フ を実現するための資質・ 能力を育

むためにウェ ルビーイ ングを重視し 、 自ら 学び、 考える力を育てるよう 工夫さ れている。 また、 本文に

は、 ユニバーサルデザイ ンフ ォ ント が使用さ れている。 色数を減ら すなど色覚特性に配慮し 、 判読性を

高める工夫がさ れている。 さ ら に、 課題の発見、 課題の解決、 学びの活用を意識し た構成になっ ている

点は本校が大切にする探究学習の実践に繋げていく こ と が期待でき る。  



 

技術分野 開隆堂出版 

 技術の見方・ 考え方の例や願いや要求が明確に示さ れ、 生徒が思考し やすく 、 学びを深めるこ と がで

き るよう 工夫さ れている。 また、 単元ごと にワーク シート が掲載さ れており 、 学びを進めていく こ と

で、 主体的に「 自分が解決し ていく べきこ と は何か」 に気付く 構成と なっ ているため、 本校が大切にす

る探究的な学びの実践に繋げていく こ と が期待でき る。  

家庭分野 開隆堂出版 

 各章、 各節の内容は、 学習指導要領の内容を踏まえて、 基礎・ 基本から 応用・ 発展へと 系統的に学習

でき るよう 組み立てら れており 、 他教科と の関連を図るための具体的事例が示さ れているこ と や、 共生

社会の実現に向けた態度を養う こ と ができ るよう に工夫さ れている。 また、 地域や社会と かかわり なが

ら 、 命と 暮ら し を大切にするこ と を通し て、 持続可能な未来へ繋ぐ こ と を学ぶ内容が選択さ れているた

め、 本校の目指す生徒の育成に適し ている。  

英  語 開隆堂出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 実際の言語の使用場面や言語の働き に配慮し た言語材料及び題材が選

択さ れている。 また、 外国語やその背景にある文化について、 社会や世界、 他者と の関わり に着目し た

題材が適切に選択さ れており 、 主体的・ 対話的で深い学びを進めるこ と ができ る内容と なっ ている。 学

期末のまと め活動と し て Our  Proj ect が配置さ れており 、 生活に密接する話題や社会的な話題につい

て、 協働的に課題解決に向かう 構成と なっ ている。 さ ら に、 Ret el l や Act i on と いっ たスピーキング活

動が重視さ れており 、 相手意識をも ちながら 自分の考えを的確に伝え、 他者と 積極的にコ ミ ュ ニケーシ

ョ ンを図る生徒の育成が期待できる。  

道  徳 日本文教出版 

 身近な生活場面やスポーツ選手、 漫画等、 多岐に渡る教材によっ て、 生徒が興味・ 関心をも っ て主体

的に学習でき る内容が選択さ れている。 また、 学校の年間行事や発達段階も 考慮さ れおり 、 学習課題を

自分事と し て捉えら れるよう 工夫さ れている。 イ ンク ルーシブや多様性を尊重し た教材の配置や、「 学び

を深めよう 」 では「 学びのヒ ント 」 の記載があり 、 多面的・ 多角的な考え方ができる配慮がさ れている

ため、 本校が目指す豊かな人間性を備えた生徒の育成に期待ができ る。  

 

 

 



 

                                         

 

令和８年度使用教科用図書の選定結果について 

 

令和８ 年度使用教科用図書の選定結果と 理由について、 御報告いたし ます。  

＜西尾高等学校附属中学校＞ 

種  目 発行者名 選定の理由 

国  語 光村図書出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 社会生活に必要と なる国語の力をバラ ンスよく 身に付けるために、 ３

年間を見通し て系統的・ 段階的な学習ができ るよう に工夫さ れている。 また、 現代社会の諸課題や他教

科と 関連のある教材を取り 上げ、 社会の担い手と し て必要な資質・ 能力が育成できるよう に考えら れて

いる。「 学習の見通し をも と う 」 や「 学びのカ ギ一覧」 で教材の特徴を捉えたり 、 思考の手がかり と し た

り できるこ と から 、 本校の目指す主体的・ 探究的な学び手の育成に適し ている。  

 

書  写 東京書籍 

 学習指導要領に沿っ た内容で、 発達段階に応じ て能力や技能を身に付けら れるよう 系統的に単元が配

列さ れている。 書写を上達さ せるための観点が明確で、 用具・ 書風・ 書体についての資料が豊富であ

る。 文字と 人の生活と の関わり を俯瞰的・ 段階的に学ぶこ と ができ る内容である。 書写の技法だけでな

く 、 文字の歴史や場面に応じ た文字表現についても 発展的に学ぶこ と ができ 、 本校が目指す主体的・ 探

究的な学びの観点から も 適し ている。  

 

社会（地理） 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえた「 地理のミ カ タ 」 や「 みんなでチャ レンジ」 等の特設コ ーナーによっ

て、 主体的・ 対話的で深い学びを実現でき るよう 編集さ れている。 また各国の中学生によっ て地域の特

色が紹介さ れるコ ラ ムが設けら れており 、 世界の諸地域について興味・ 関心が高まるだけでなく 、 異文

化理解が深まるよう 工夫さ れている。 他にも 、 地域の特色や人々の暮ら し がわかる写真やイ ンタ ビュ ー

が適切に配置さ れ、 学年の能力に適し た程度と なっ ており 、 本校が目指す探究的な学習に適し ている。  

 



 

社会（歴史） 東京書籍 

 学習指導要領やあいちの教育ビジョ ン 2025 を踏まえ、 問題解決的な学習過程を基本と し 、 見方・ 考え

方を働かせて多面的・ 多角的に理解を深めたり 、 協働し たり するこ と ができ るよう 編集さ れている。 ま

た、 問題解決的な学習過程や学習課題の設定、 思考ツールを用いた学習のまと めなどが含まれ、 問題解

決に向けて無理なく 思考を深めるこ と ができ るよう 工夫さ れている。 さ ら に、 歴史学習で重要な技能を

学ぶ「 スキル・ アッ プ」、 参加型学習「 みんなでチャ レンジ」 が設定さ れる等、 主体的・ 対話的で深い学

びが進めら れるよう 工夫さ れており 、 本校が目指す主体的・ 探究的な学びにつなげら れるこ と が期待で

き る。  

社会（公民） 東京書籍 

 学習指導要領を踏まえ、 現代の諸問題を自分事と し て捉え、 より よい社会と 豊かな人生の創造に向け

て、 主体的に社会参画し よう と する態度を養う こ と ができるよう 編集さ れている。 また、 選挙権年齢や

成年年齢の引き下げを受けて、「 18 歳へのステッ プ」 が設定さ れ、 選挙の流れや契約の注意点を理解で

き るよう 構成さ れている。 さ ら に、 各章の初めには社会的な見方・ 考え方を働かせて追究する「 探究課

題」 があり 、「 まと めの活動」 では、 思考ツールを活用し た振り 返り が設定さ れているため、 本校が大切

にする学びの実践につなげていく こ と が期待できる。  

地  図 帝国書院 

 学習指導要領やあいちの教育ビジョ ン 2025 の内容を踏まえ、 社会科における歴史や公民に関連し た資

料や、 SDGs と のつながり を考えら れる資料等が充実し ており 、 横断的に活用するこ と ができ る資料が豊

富に掲載さ れている。 また、 日本の地域の歴史や生活、 文化と 比較し ながら 、 郷土の特色を学び、 郷土

への考えが多面的に深めら れるよう 工夫さ れている。 さ ら に、「 地図で発見！」 のコ ーナーでは、 主体

的・ 対話的で深い学びを進めら れるよう 構成さ れており 、 本校が目指す探究的な学びに適し ている。  

数  学 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 問題解決の過程を大切にすると と も に、 数学的な見方・ 考え方を活用

するこ と ができる問題提示がなさ れ、 思考力・ 判断力・ 表現力等が養われるよう 構成さ れている。 ま

た、 単元にスト ーリ ー性をも たせ、 構成を分かり やすく するこ と で、 学びに向かう 力を高めら れる内容

と なっ ている。 さ ら に、 各章の見出し に問いがあり 、 問題解決型学習を通し て数学的な見方・ 考え方を

活用する内容が多く 取り 入れら れているため、 本校が大切にする探究的な学びの実践につなげていく こ

と が期待でき る。  



 

理  科 東京書籍 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 見通し をも っ て探究できるよう に編集さ れている。 各単元における本

質的な問いかけや、 学びを活用する場面が設定さ れるなど、 自己の成長を感じ ら れる工夫がさ れてい

る。 また、 実験方法等をデジタ ルコ ンテンツで確認でき るなど、 安全面の配慮も 充実し ている。 さ ら

に、 単元の最後に学びの実生活での活用などが紹介さ れており 、 理科の見方・ 考え方で物事を捉えら れ

るよう 工夫さ れている。 以上のこ と から 、 本校が目指す探究的な学習に適し ている。  

 

音楽（一般） 教育出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、「 音楽を形づく っ ている要素」 について音楽における働き と 関わら せる

ための思考の流れや観点が具体的に示さ れている。 また、 教材も 系統的に整理さ れ、 音楽的な見方・ 考

え方を働かせながら 、 主体的・ 対話的な学習を深めら れる内容が選択さ れている。 さ ら に、 他者と 協働

し ながら 音楽表現を工夫し 、 音楽や演奏のよさ 、 価値について、 言語活動を通し て考えるために

「 Act i ve！」  が配置さ れており 、 本校が大切にする協働的な学びの実践につなげていく こ と が期待でき

る。  

 

音楽（器楽） 教育出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 学習課題が具体的に示さ れ、 基本技能を身に付ける学習と まと めの楽

曲の学習が分かれて構成さ れている。 また、「 音楽を形づく っ ている要素」 と 関わら せながら 音楽表現を

高めら れるよう に「 音のスケッ チ」 が設けら れていて、 他者と 協働し ながら 演奏、 創作する活動が主体

的にできるよう に編集さ れている。 さ ら に、 他者と 共に演奏する教材を通し て音楽の楽し さ が体感で

き 、 楽器の特徴や歴史等を学ぶこ と で音楽を愛好する心情が育まれるよう 構成さ れており 、 本校が大切

にする協働的な学びの実践につなげていく こ と が期待できる。  

 

美  術 光村図書出版 

 学習指導要領に対応し て題材が配列さ れ、 発達段階に応じ て示さ れているこ と で、 生徒自身の想いを

も と に造形的な見方・ 考え方を働かせて制作ができ るよう になっ ている。 また、 鑑賞を通し て、 日本の

伝統文化の理解はも ちろん、 海外に目を向けて国際理解まで推進でき るよう に内容が工夫さ れている。

さ ら に、 美術用語についての解説や二次元コ ード 、 他教科と の横断的な例が示さ れている点は、 本校が

大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につなげていく こ と が期待でき る。  

 



 

保健体育 東京書籍 

 学習指導要領やあいちの教育ビジョ ン 2025 の内容を踏まえ、 身近な生活の中にある健康に関する課題

を生徒たちが自ら 発見するこ と 、 その課題を主体的に考え、 対話的に学びながら 判断し 、 表現する活動

を通し て解決する内容構成と なっ ている。 さ ら に、 他教科で関連する内容や図表等が示さ れており 、 教

科横断的で系統性のある学習を展開し やすいよう 工夫がさ れている。 以上のこ と から 、 生徒が自ら 問い

を立て、 行動し 、 振り 返ると いう 探究学習や中高一貫での系統学習、 教科横断的な学習を積極的に取り

入れていく こ と に特色がある本校の学びに適し ている。  

技術分野 開隆堂出版 

 学習指導要領の内容を踏まえ、 単元ごと に学習課題が明確に示さ れ、 生徒が見通し をも っ て学ぶこ と

ができ ると と も に、 問題意識をも たせるよう 工夫さ れている。 また、 学びを進めていく こ と で、 主体的

に「 自分が解決し ていく べき こ と は何か」 に気づく 構成と なっ ている。 さ ら に、 各章に「 問題解決」 の

項が設定さ れており 、「 問題の発見と 課題の設定、 構想・ 計画、 実践、 評価・ 改善」 の手順が丁寧に示さ

れているこ と が、 本校が目指す探究的な学びに適し ている。  

家庭分野 開隆堂出版 

 各章、 各節の内容は、 学習指導要領の内容を踏まえて、 基礎・ 基本から 応用・ 発展へと 系統的に学習

でき るよう に組み立てら れている。 また、 他教科と の関連を図るための具体的事例が示さ れているこ と

や、 共生社会の実現に向けた態度を養う こ と ができ るよう に工夫さ れている。 さ ら に、 探究活動が深ま

るよう に問題解決的な学習が具体的に示さ れているこ と が、 本校の学びに適し ている。  

英  語 開隆堂出版 

 ４ 技能５ 領域を統合的に活用する活動や、 課題解決型の学習などを通じ て、 段階的に言語運用能力を

育むこ と のできる構成と なっ ている。 また、 日本文化や郷土に関する単元から 、 他国の文化や地球規模

の課題を扱う 単元まで、 多岐にわたる題材が取り 上げら れており 、 生徒がグローカ ルな視点を養う こ と

が期待でき る。 さ ら に、 SDGs に関連するテーマや他教科と の関連も 重視さ れており 、 生徒が自ら 問いを

立て、 英語を活用し ながら 探究的な学びを進める工夫がなさ れている。 こ れら のこ と から 、 本校の学び

に適し ている。  

道  徳 光村図書出版 

学習指導要領の内容を踏まえ、 見方を変えたり 、 生徒自身の行動につなげたり できる学習課題が設け

ら れている。 教材の内容に応じ て、 問題解決的な学習を取り 入れ、 物事を広い視野から 多面的・ 多角的

な見方や考え方ができるよう 工夫さ れている。 また、「 チャ レンジ」「 やっ てみよう 」 を設け、 学習課題

に対し て自ら 問いをも っ たり 、  解決策について意見交流し たり と 、 多様な学習方法に対応できる構成と

なっ ている点から 、 本校が目指す探究的な学びにつながるこ と が期待できる。  



 

       

令和８年度使用教科用図書の選定について 

 

令和８ 年度使用教科用図書の選定結果と 理由について、 御報告いたし ます。  

＜時習館高等学校附属中学校＞ 

種  目 選定発行者名 選定の理由 

国  語 教育出版 

知識及び技能、 思考力・ 判断力・ 表現力等を養う 教材を偏り なく 配列し 、「 みちし るべ」 で習得し た能

力を活用し 、 深く 考える力を養えるよう 工夫さ れている。 また、「 学びナビ」 で学習への見通し をも ち、

教材ごと の「 振り 返り 」 で確実に自ら の学習を振り 返るこ と が出来るよう に示さ れている。 こ のよう

に、 学びに向かう 力を高めら れるよう に工夫さ れている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社

会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育む人材の育成につなげていく こ と ができ る。  

書  写 教育出版 

習得と 活用を繰り 返し ながら 、 学習し た内容を他教科や日常生活の場面で活用し 、 主体的に学習に取

り 組めるよう 系統的に単元を配列し ている。 また、 個人を尊重し ながら 伝え合う 力を高める教材が取り

上げら れ、 多様性を意識し 、 共に生き る人材を育てていく こ と ができ るよう 工夫さ れている点は、 本校

が大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。  

社会（地理） 東京書籍 

世界の諸地域、 日本の諸地域では、 学習課題の解決に向けて、 考えを深めるこ と ができ る情報が的確

に選択さ れている。 また、 巻末の特設コ ーナーでは、 本文に関連する内容を自ら 多面的・ 多角的に捉え

ると と も に、 仲間と 学びを深めながら 課題を解決でき るよう に編集さ れている。 こ れら の点は、 本校が

大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。      

社会（歴史） 東京書籍 

問題解決的な学習過程を基本と し て、 社会的な見方・ 考え方を働かせて多面的・ 多角的に考察し た

り 、 協働的し たり するこ と ができるよう に編集さ れている。 さ ら に、 問題解決的な学習過程や学習課題

の設定、 思考ツールを用いた学習のまと めなど、 問題解決に向けて無理なく 思考を深めるこ と ができ る

よう に配慮さ れている。 こ れら の点は、 本校が大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につな

げていく こ と ができ る。  

 



 

社会（公民） 東京書籍 

現代の諸問題を自分事と し て捉え、 持続可能な社会の実現に向けて、 主体的に社会参画し よう と する

態度を養う こ と ができるよう 編集さ れている。 また、 イ ンク ルーシブの観点から 、 異文化を理解し 、 多

様な人々と の共生について考えるこ と で、 自他を敬愛し 人権を尊重する態度を養う こ と ができ る内容と

なっ ている。 こ れら の点は、 本校が目指す ウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育

む人材の育成につなげていく こ と ができる。      

地  図 帝国書院 

世界や日本の様々な統計資料や資料活用コ ーナー「 地図で発見！」 により 、 社会的な見方・ 考え方を

育成できるよう 工夫さ れている。 小学校での地図学習と の関連や歴史的分野・ 公民的分野・ SDGs に関連

する項目が充実し ており 、 他分野や他教科と の発展的な学習が積極的にでき るよう に構成さ れている。

こ れら の点は、 本校が大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につなげていく こ と ができる。      

数  学 教育出版 

生徒が「 問い」 をも ち、 問題解決をし 、 新たな「 問い」 に向かう 構成により 、 思考力・ 表現力・ 判断

力等を高めら れる編集がさ れている。「 数学の広場」 や「 ひろ がる数学」 を通し て、 高等学校と の連携も

意識し て構成さ れている。 また、 実社会や生活にかかわる事象や、 職業と のつながり の内容が設けら

れ、 生活や他教科の学習に生かせるよう に工夫さ れている点は、 本校が大切にする主体的・ 協働的で探

究的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。  

理  科 東京書籍 

ダイ ナミ ッ ク な写真を用い、 吹き出し による問いかけにより 「 理科の見方・ 考え方」 を具体的に示す

こ と で、 学習意欲が高まるよう 工夫さ れている。 また、「 レッ ツスタ ート ！」 や対話的な学びを喚起する

対話の具体例をイ ラ スト と 共に掲載し 、 思考を促すこ と で主体的な探究につながる内容が選択さ れてい

る。 単元末の「 社会につながる科学」 では、 他教科と のつながり やキャ リ ア教育に目を向けら れる内容

であり 、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育む人材の育成に

つなげていく こ と ができる。  

  



 

音楽（一般） 教育芸術社 

学習指導要領に示さ れた三つの資質・ 能力と それに対応する学習内容や教材がわかり やすく 記さ れて

いる。「 学びのコ ンパス」 では思考力・ 判断力・ 表現力を育む学習の充実を図るための内容が選択さ れて

おり 、 新たな価値の創造を重視する学びの実践につながる。 また、 音楽文化的な側面から も 世界の民族

音楽やポピュ ラ ージャ ンルを写真と と も に掲載し 、 総合的に捉えら れるよう に工夫さ れており 興味関心

をも ちやすい。 デジタ ルコ ンテンツが充実し ており 、 歌唱教材のパート 別音源や鑑賞曲の楽譜例があ

り 、 自ら 考える力を引き出すも のと なっ ている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を目指

し 、 自ら 考え自ら 成す力を育む人材の育成につなげていく こ と ができ る。  

音楽（器楽） 教育出版 

課題が具体的に示さ れ基本技能と まと めの楽曲が分かれて構成さ れているため、 主体的な学習につな

げるこ と ができる。 また、 技能習得のための説明が文章だけでなく 音でも 確認するこ と ができ る。 幅広

いジャ ンルから 生徒の興味関心に合わせた教材が選択さ れている。 深めてみよう では基本技能を生かし

た発展的な活動ができる工夫があり 、 活動を通し て自分の目標を設定し 自ら の学びを進めていく 学習に

なっ ている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育む人材

の育成につなげていく こ と ができる。  

美  術 光村図書出版 

学習指導要領に対応し て題材が配列さ れ、 発達段階に応じ て示さ れているこ と で、 生徒自身の想いを

も と に造形的な見方・ 考え方を働かせて制作ができ るよう になっ ている。 また、 鑑賞を通し て、 日本の

伝統文化の理解はも ちろん、 海外に目を向けて国際理解まで推進でき るよう に紙面が工夫さ れている。

さ ら に、 美術用語についての解説や二次元コ ード 、 他教科と の横断的な例が示さ れている点は、 本校が

大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につなげていく こ と ができ る。  

保健体育 Gakken 

「 ウォ ームアッ プ」 では、 生徒の身近な事例や情報などの問いから 課題を見つけら れる工夫がさ れて

いる。 また、「 学習を生かす」 では、 学習を通し て理解し たこ と や課題の解決方法をまと めたり 、 伝えた

り するよう 工夫さ れている。「 課題を見つける・ 設定する」「 計画を立てる・ 調べる」「 まと めて発表・ 交

流する」 と いう 学習方法が示さ れており 、 本校が大切にする主体的・ 協働的で探究的な学びの実践につ

なげていく こ と ができる。  

  



 

技術分野 開隆堂出版 

章ごと に現在使用さ れている技術が大きく 紹介さ れていたり 、 学習過程に応じ てイ ラ スト や写真が明

示さ れていたり するため、 学びと 生活が結びつきやすく なっ ている。 また、 小・ 中学校の他教科と の関

わり が明示さ れており 、 学びを広げたり 深めたり する一助と なっ ている。 問題を見いだし 解決に努め、

生活に生かす力を身につける内容が選択さ れている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を

目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育む人材の育成につなげていく こ と ができる。  

家庭分野 開隆堂出版 

単元が「 目標・ 導入・ 問いかけ・ 内容・ 振り 返り 」 で展開さ れており 、 創意工夫する力や問題解決的

な力を養う よう に学習課題が配列さ れている。 実物大の写真や「 豆知識」 など思考を助ける工夫がさ れ

ている。 また、 多様な考えを尊重し 、 自主及び自立の精神を養い、 生徒の生活経験や興味関心に対応で

き るよう 配慮さ れている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す

力を育む人材の育成につなげていく こ と ができる。  

英  語 開隆堂出版 

単元の導入において、 新出表現を２ コ マの漫画形式で示し 、 イ ラ スト や音声を頼り に内容を推測でき

るよう 工夫さ れている。 また、 他国の特色ある文化への理解と と も に、 多様な視点から 自国の慣習・ 文

化等への理解を深めら れる題材が適切に選択さ れている。 さ ら に、「 Our  Pr oj ect 」 では、 目標に向かっ

て主体的に学習を進めら れるよう 構成さ れ、 対話を通し て問題解決に向かう 協働的な学びが実現でき る

よう 配慮さ れている点は、 本校が大切にするウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を

育む人材の育成につなげていく こ と ができ る。  

道  徳 光村図書出版 

自ら 探究するこ と ができる問題解決的な学習を取り 入れ、 自己を見つめ、 物事を広い視野から 多面

的・ 多角的に考えら れるよう に編集さ れている。 また、「 チャ レンジ」「 やっ てみよう 」 を設け、 学習課

題に対し て自ら 問いをも っ たり 、 解決策について意見交流し たり と 、 多様な学習方法に対応できる構成

と なっ ている点は、 本校が大切にし ているウェ ルビーイ ングの社会を目指し 、 自ら 考え自ら 成す力を育

む人材の育成につなげていく こ と ができる。  

 



令和８年度県立夜間中学使用教科用図書の選定について（報告） 
 

令和８年度使用教科用図書について、御報告いたします。 
下記以外に新たに選定する教科用図書はありません。 
 

記 
 

令和７年度採択の状況 
種  目 発行者名 
国語 光村図書 
国語 

（書写） 教育出版 

社会 
（地理的分野） 東京書籍 

社会 
（歴史的分野） 東京書籍 

社会 
（公民的分野） 東京書籍 

社会 
（地図） 帝国書院 

数学 啓林館 
理科 東京書籍 
音楽 

（一般） 教育芸術社 

音楽 
（器楽合奏） 教育芸術社 

美術 光村図書 
保健体育 東京書籍 
技術・家庭 

（技術分野） 開隆堂 

技術・家庭 
（家庭分野） 開隆堂 

英語 東京書籍 
道徳 光村図書 

国語（小学校） 東京書籍 
 
 
 

参考資料７


